
サラブレッドの成長

ファームコンサルタント

獣医師 三浦 久延



将来成長する馬体の大きさは、遺伝的に決定されており、
その成長率は環境、栄養、管理の影響を受ける

一般的には、それぞれの成熟した大きさに4-5歳で到達

ただしサラブレッドは、2歳で競走馬としてデビューすること
が望まれる

n 成熟時体重の85%

n 成熟時体高の95%



サラブレッドビジネスの影響

• 米国：

1歳セリで高く売れた馬（25万ドル以上）の55%は
体重上位25%、75%は体高上位50%
ケンタッキーの競馬（ステークスレース）の結果に一致

• 英国：

1歳セリで高く売れた馬（20万ポンド以上）の70%は
体重中位25-75%、59%体高中位25-75% 
ニューマーケットの競馬（芝ステークスレース）の結果に一致



サラブレッドビジネスの影響

n その国のセリと競馬体系が若馬の成長率に影響を与えている
（Brown-Douglas and Pagan, 2009）

ü 12-18ヶ月齢の1歳馬では、オーストラリアが最も重く、最も大きい

・冬〜春の草地の状態

・セリの時期が早い（豪州1月セリ：17ヶ月齢/ 北米9月セリ：21ヶ月齢）

ü セリで太い馬（体格良く筋肉質の馬）が売れる傾向

オーストラリア＞アメリカ＞イギリス

ü セリの8−10週前の増体量が1kg/日以上に



生まれ月による体格の差

体重（kg） 前月差 体高（cm） 前月差

7月（ セレクションセール） 早 18ヶ月齡 448.4 155.5 

遅 14ヶ月齡 404.7 151.2 

差 43.7 4.3 

8月 （サマーセール） 早 19ヶ月齡 459.3 +10.9 155.8 +0.3 

遅 15ヶ月齡 421.7 +17.0 152.4 +1.2

差 37.6 3.4 

9月（セプテンバーセール） 早 20ヶ月齡 470.3 +11.0 155.9 +0.1 

遅 16ヶ月齡 437.5 +15.8 152.6 +0.2 

差 32.8 3.3 

10月 （オータムセール） 早 21ヶ月齡 479.6 +9.3 156.6 +0.7 

遅 17ヶ月齡 450.2 +12.7 154.6 +2.0

差 29.4 2.0



成長率の違い

ゆっくり成長 適度な成長 急成長

月齢 体重 (kg)
日増体量
(kg/day) 体重 (kg)

日増体量
(kg/day) 体重 (kg)

日増体量
(kg/day)

4ヶ月 189 0.83 193 0.96 202 1.26

6ヶ月 238 0.79 246 0.86 260 0.94

9ヶ月 298 0.64 308 0.66 323 0.68

12ヶ月 343 0.48 351 0.56 379 0.60

15ヶ月 386 0.48 405 0.49 425 0.50

18ヶ月 425 0.43 440 0.39 454 0.31

21ヶ月 459 0.36 465 0.26 470 0.18

24ヶ月 482 0.24 482 0.16 482 0.11

自己所有馬

早生→遅いセリ（秋）
早生→早いセリ（夏）
遅生→遅いセリ（秋）

遅生→早いセリ（夏）

Pagan, 2005
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資料編

　
　
日齢

オス メス
 1、2月生  3 月生 4月生 5､ 6 月生  1、2月生  3 月生 4月生 5､ 6 月生

(2/14) (3/18) (4/14) (5/15) (2/16) (3/14) (4/15) (5/20)

0 57.6 58.0 60.1 58.6 58.3 56.7 58.4 54.8 

10 72.9 71.8 76.4 77.8 70.7 72.4 70.7 71.5 

30 97.8 98.9 102.5 106.1 99.6 99.2 101.4 101.5 

60 132.4 136.4 142.1 142.2 133.9 136.7 141.3 137.9 

90 167.1 173.0 176.4 174.9 166.2 172.5 175.0 167.0 

120 200.7 204.4 206.2 205.4 200.6 201.7 203.4 199.7 

150 228.8 229.3 233.8 234.1 226.4 224.8 230.0 227.2 

180 253.6 254.9 260.0 256.8 247.6 251.0 253.6 245.7 

210 276.4 281.6 283.3 276.8 270.4 274.5 275.9 262.7 

240 303.5 303.2 303.7 291.4 293.1 295.1 293.5 277.6 

270 326.0 319.9 316.1 306.5 313.8 310.2 307.2 293.0 

300 340.6 332.2 329.7 323.8 328.1 324.0 319.4 310.0 

330 352.4 344.0 342.1 337.5 338.7 333.5 333.0 326.4 

360 362.3 355.6 355.3 355.5 347.7 346.4 346.3 347.4 

390 372.5 367.8 371.2 383.0 359.2 359.4 364.5 374.2 

420 384.9 386.0 395.7 404.7 369.8 376.2 390.7 392.2 

450 398.9 409.1 416.3 421.7 384.5 405.3 412.5 407.3 

480 419.2 427.7 427.8 437.5 407.3 424.1 420.9 420.1 

510 436.8 438.7 442.2 450.2 427.5 433.6 433.9 429.8 

540 448.4 449.0 451.2 459.9 436.9 443.4 439.6 434.8 

570 459.3 456.7 457.3 462.4 448.4 451.8 442.5 437.3 

600 470.3 468.4 461.9 464.7 452.9 454.8 445.4 438.8 

630 479.6 470.9 466.0 471.6 461.1 454.9 453.1 443.6 

660 484.3 476.1 471.7 480.6 465.4 461.1 458.2 451.7 

690 484.9 480.9 476.2 485.4 469.7 467.5 461.4 453.6 

720 493.5 483.0 479.8 487.8 473.5 470.2 464.1 458.3 

750 494.3 483.6 482.2 498.0 481.0 471.7 469.7 464.6 

780 494.7 481.6 489.7 505.1 481.8 475.3 478.4 467.0 

810 494.5 491.9 495.2 508.2 478.9 484.8 487.0 466.8 

 （　）内の月日は群ごとの平均誕生日 （単位：kg）5-3  性別･生まれ月別 体重の変化
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資料編

　
　
日齢

オス メス
 1、2月生  3 月生 4月生 5､ 6 月生  1、2月生  3 月生 4月生 5､ 6 月生

(2/14) (3/18) (4/14) (5/15) (2/16) (3/14) (4/15) (5/20)

0 ～ 30 1.34 1.36 1.42 1.58 1.37 1.42 1.43 1.56 

30 ～ 60 1.15 1.25 1.32 1.20 1.14 1.25 1.33 1.21 

60 ～ 90 1.16 1.22 1.14 1.09 1.08 1.19 1.12 0.97 

90 ～ 120 1.12 1.04 0.99 1.02 1.15 0.97 0.95 1.09 

120 ～ 150 0.94 0.83 0.92 0.96 0.86 0.77 0.89 0.92 

150 ～ 180 0.83 0.85 0.87 0.76 0.70 0.87 0.78 0.62 

180 ～ 210 0.76 0.89 0.78 0.67 0.76 0.79 0.75 0.56 

210 ～ 240 0.90 0.72 0.68 0.49 0.76 0.68 0.59 0.50 

240 ～ 270 0.75 0.56 0.41 0.50 0.69 0.50 0.46 0.51 

270 ～ 300 0.48 0.41 0.45 0.58 0.48 0.46 0.41 0.57 

300 ～ 330 0.39 0.39 0.41 0.46 0.35 0.32 0.45 0.55 

330 ～ 360 0.33 0.39 0.44 0.60 0.30 0.43 0.44 0.70 

360 ～ 390 0.34 0.41 0.53 0.92 0.38 0.43 0.61 0.89 

390 ～ 420 0.41 0.61 0.82 0.72 0.35 0.56 0.87 0.60 

420 ～ 450 0.47 0.77 0.69 0.57 0.49 0.97 0.73 0.51 

450 ～ 480 0.68 0.62 0.38 0.53 0.76 0.63 0.28 0.43 

480 ～ 510 0.59 0.37 0.48 0.42 0.67 0.32 0.43 0.32 

510 ～ 540 0.39 0.35 0.30 0.32 0.31 0.33 0.19 0.17 

540 ～ 570 0.36 0.26 0.20 0.08 0.38 0.28 0.10 0.08 

570 ～ 600 0.37 0.39 0.15 0.08 0.15 0.10 0.10 0.05 

600 ～ 630 0.31 0.08 0.14 0.23 0.27 0.00 0.25 0.16 

630 ～ 660 0.15 0.17 0.19 0.30 0.14 0.21 0.17 0.27 

660 ～ 690 0.02 0.16 0.15 0.16 0.14 0.21 0.10 0.06 

690 ～ 720 0.29 0.07 0.12 0.08 0.13 0.09 0.09 0.16 

720 ～ 750 0.03 0.02 0.08 0.34 0.25 0.05 0.19 0.21 

750 ～ 780 0.01 -0.07 0.25 0.24 0.03 0.12 0.29 0.08 

780 ～ 810 -0.01 0.34 0.18 0.10 -0.10 0.32 0.29 -0.01 

810 ～ 840 0.55 0.33 0.08 0.43 0.20 0.15 0.11 0.08 

標準体重より算出した平均日増体重　（　）内の月日は群ごとの平均誕生日 （単位：kg）

5-5   性別･生まれ月別 平均日増体重の変化



日増量の変化

生まれ月によってADG（日増体量）は異なる

JBBA 仙波先生資料



DOD成長停滞

成長スピード 速遅

適度な成長

問
題
の
発
生

多
少



DOD 成長期整形外科疾患
developmental orthopedic disease

nDOD = 発育に関連した運動器（骨・筋肉・靭帯・腱・蹄）疾患
n骨軟骨症 = 成長に伴う軟骨の形成不全

骨端炎・OCD・ボーンシスト・ウォブラー症候群など

DODの原因として、栄養が重要な役割を果たしていると考えられる。 
DODは、正常な骨形成の中で起こる成長異常と言える。

.
不足

過剰

不均衡

•骨端炎

•肢勢不良

•ウォブラー症候群

•OCD 他



骨軟骨症の影響因子

遺伝的素因
急成長

生体力学的ストレス

摂取エネルギーの量と質
（デンプンと糖）

不均衡なミネラルバランス
（Cu, Ca, P, その他？）

甲状腺ホルモンの変化
（T3, T4）

インスリン代謝の変化
（インスリン, IGF-Ⅰ, IGF-Ⅱ）

軟骨細胞の成熟異常,
骨化異常

骨軟骨症

Jeffcott & Henson 1998



若馬の飼養管理

・土台作り 胎生〜哺乳期 丈夫な土台（骨・腱・筋肉・蹄・肢勢・健康）を作る

ミネラル・ビタミン ＞＞ カロリー

・放牧で鍛える 運動量を増やし タフな精神・肉体を築く

問われる離乳～調教までの時間の使い方

運動量や強度（特に冬） GPS・ウォーキングマシン・追い運動・トレッドミル

・適切な離乳 ストレスを減らし、コンディションの低下を抑制
→順調な成長、冬の昼夜放牧

・基礎体力 親と一緒に精神的・肉体的にも成長

× 摂取エネルギー ＞＞ 消費エネルギー



妊娠後期

• 妊娠期間の最後の110日
胎児は著しく成長

胎児の体重：約20%以下
親の体重の約2%以下

• エネルギー不足：

母体のコンディション低下

妊娠期間の延長

産後繁殖活動への悪影響

• タンパク質不足：

妊娠初期胎児喪失

胎児の成長や体重不足

• ミネラルやビタミン不足：

胎児の色々な発達に深刻な影響



成長

骨は胎生期を通して急速に発達
• 出生後も成長スピードは落ちず、

12ヶ月齢ころまで一気に成長を続ける
• まず伸びる、そして成熟

JRA松井先生の講習会資料より
胎児の成長速度

ミネラル不足は骨の形成不全に直結

エネルギー摂取大で発育が更に加速

• ミネラル不足の助長
• 骨代謝ホルモンの変化
• 物理的な刺激の増大



成長

n体重
• 出生時：胎齢7ヶ月時の5倍
• 5ヶ月齢：出生時の4倍
=胎生期〜哺乳期260日間で20倍

n体高
• 出生時： 成熟時体高 63% （体重10%）
• 12ヶ月 ： 〃 94% （ 〃 65%）
• 22ヶ月 ： 〃 95% （ 〃 90%）
※ 22ヶ月齢：4月生まれ→翌々年2月



成長

n成長時期

•骨：出生3ヶ月前−10ヶ月齢

•筋肉：2−22ヶ月齢

•脂肪：8ヶ月齢頃より蓄積

まず骨格、そして筋肉、最後に脂肪
体重が必要以上に重くならないように出来ている
→捕食者からの逃避



仔馬の成長

• 1月生まれ （n=354,   9%） 53.69 kg
• 2月生まれ （n=998,   25.5%)  54.86 kg
• 3月生まれ （n=1073, 27.5%） 55.21 kg
• 4月生まれ （n=977,   25.0%） 57.76 kg 
• 5月生まれ （n=507,   13.0%） 60.17 kg

n 3909頭のサラブレッド繁殖牝馬の調査（1996-2005年 ケンタッキー）
♂1951  ♀1958

n 仔馬の成長スピード：

生まれ月、季節、気候の影響を受ける

ü 初仔は出生時15%軽い
ü 牝馬は牡馬より、1.7-3.0kg軽く、0.6-1.3cm低い



仔馬の成長

n仔馬

『1月生まれ』

ü 2ヶ月齢まで成長遅い （ADG：低）

ü 3ヶ月齢で急成長

ü 4ヶ月齢まで、他の生まれ月よりも軽い

ü 5ヶ月齢で解消

生まれ月による体重の差はなくなる

ü 1-3月生まれは、4-5月生まれよりも3ヶ月齢まで軽い



母親の影響

n母親

ü 体重多い

ü 出産後体重増加多

ü 太っている

ü 最初の3ヶ月に体重増

ü 体重増加少ない/減少

ü 削痩または過肥

→ 重い仔馬を産む

→ 仔馬成長速い

→ 仔馬も太る

→ 仔馬のBCS↑

→ 低い体重増加率の仔

： 乳生産が少なくなる（Kubiak 1989）



仔馬の成長とOCD

nOCD手術を受けるリスク : 

ü1-90日齢で体重の重い馬は,他の仔馬やステークス勝馬よりも高い

ü0-360日齢で体高の高い馬は、他の仔馬よりも高い

ü出生体重64kg以上は、他の集団よりも確率が2倍、

ステークスレースを勝つ確率は他の集団の1/3

üケンタッキー：4月生まれの仔馬が極めて高い ＝ 重い仔馬

（ニューマーケットでは5月生まれ）

ü初仔は他の馬よりも低い = 軽い仔馬



仔馬の話…仔馬はまだ「馬」ではない
• 出生〜2ヶ月齢：草食動物ではない
哺乳、大腸未発達、発酵熱なし

n 仔馬
ü 8-10週齢で摂取乳量が低下
ü 10週齢で放牧地の採食量が上昇

n母親
ü 3ヶ月まで体重の3％の乳生産＝15L
ü 4−6ヶ月で体重の2％の乳生産＝10L

Early Foal Management and Feeding
Progressive Nutrition's Management Guide # 103

Every foal’s first four months of age is a time for rapid growth and digestive changes, and a time when

nutrition plays a critical role in skeletal development. To achieve each foal’s genetic potential, you must provide feed to

complement their changing digestive system in a form they can absorb and meet their nutrient needs in proteins (amino

acids), fats (fatty acids), calories, major & trace minerals and vitamins.

A common management practice in the past has been to allow nursing foals to eat with their dams.

Unfortunately, the foal under two months of age has little ability to digest cereal grains. During the foals first three months

of life, their digestive enzymes are more efficient at breaking down and absorbing milk than the starch found in cereal

grains (Fig. 1). As the foal ages, their digestive enzymes also change. When the foal is between 3 and 4 months of age,

amylase surpasses lactase allowing them to digest cereal grains and their starches. Foals First� Starter & Creep supplies

a combination of milk based ingredients with heat processed (cooked) protein and cereal grains to properly match there

changing digestive system, resulting in maximum nutrient absorption, while reducing the chance of digestive upset, i.e..

colic and diarrhea.

(Fig. 1) Digestive Enzyme Activity of the Young Growing Horse

Kapper, DR, “Applied Nutrition”, editor: Reed, SM, Equine Internal Medicine, 2nd Edition,
Saunders & Co., St. Louis, MO 2004, pp 1565.

As foals grow and develop, they may start showing signs of Developmental Orthopedic Disease, (D.O.D) such as

epiphysitis (physitis) and acquired contracted tendons. To determine the cause and ultimate solution to this problem, you

must evaluate their: 1) nutrition, 2) genetics and 3) environmental factors. To assure that nutrition is not the limiting

factor, prompt attention must be paid to every ingredient, and its nutrient content, in their diet. If you determine that

nutrition has played a role, immediate attention to the dietary balance will speed recovery. Nutritional shortages can

成馬でも濃厚飼料は本来の飼料でないのに…
ü 親の飼い葉

ü 高エネルギー飼料の給与
ü 青草（フルクタン）
成長性骨疾患や胃潰瘍などの問題の引き金になる

当歳の消化酵素活性の変化

消
化
酵
素
活
性

リパーゼ
（脂肪）

ラクターゼ
（乳糖）

アミラーゼ
マルターゼ
プロテアーゼ
スクラーゼ

穀類（糖・タンパク質）



ミネラル

n妊娠後期の母馬へのミネラル給与の重要性

胎児の肝臓に微量ミネラル（Cu,Zn,Fe,Se,Mn）が貯蔵される

ü 乳中の含有量は少ない

ü 出生後2ヶ月間、肝臓のミネラルを利用
→枯渇する2ヶ月齢にはミネラルを給与
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当歳馬の栄養（哺乳 - 2ヶ月齢）



放牧時間と運動量

n社会化と運動
• 哺乳初期： 親に付いてゆっくりと歩き回る

体力と経験（夜・新規刺激）→昼夜放牧・離乳
昼間放牧（7時間）：8.0km → 昼夜放牧（21時間）：16.7km

• 骨密度（12時間以上の放牧）と腱・靭帯の強化、心肺能力の向上
• 群れ（他の親、仔馬同士、離乳馬の群れ：順位）の確立

ＪＲＡ育成馬日誌

当歳馬の離乳について（生産）
　アブなどの吸血昆虫もいなくなり、すっかり秋めいた放牧地の馬たちは快適そうです。まさに
「天高く、馬肥ゆる秋」といったところでしょうか（写真1）。ここ日高育成牧場では9月の中旬
までに当歳馬の離乳が終わりました。今回はこの「離乳」についてお話したいと思います。

写真1．離乳が終わり、当歳馬同士のみで昼夜放牧を実施しています。

　まず、離乳するためには、子馬が「心」と「体」両方の面で十分成長していることが重要で
す。「心」とは精神面のことで、子馬が母馬から離れてもストレスを感じなくなっているかどう
かということです。過去に昼夜放牧を実施している母子間の距離について調査した結果、3週齢ま
では平均5ｍ以内に留まっていますが、それ以降は徐々に距離が広がり、約15週齢になると平均15
ｍ程度に達し、それ以降はほとんど変化しないことがわかっています（図1）。一方、同じ放牧地
にいる子馬同士の距離は、4週齢まではお互いあまり近寄らないが、16週齢以降には平均40ｍ程度
に達し、それ以降はほとんど変化しません（図2）。以上から、15～16週齢になると精神的に安定
し、母馬から離れ子馬同士の群れでも大丈夫になると考えられます。

図1．昼夜放牧を実施している母子間の距離 図2．同じ放牧地にいる子馬同士の距離

　「体」の面では、子馬が母乳に頼らなくても発育に必要な栄養を飼料から摂取できるかどうか
ということが目安になります。子馬は出生後しばらくは母乳からの栄養のみで成長できますが、
約2ヶ月齢から徐々に母乳からの栄養供給が減少するためクリープフィードと呼ばれる離乳食を与
える必要が出てきます。離乳前には発育に必要な１～1.5ｋｇの飼料を自ら摂取できるようになっ
ていなくてはなりません。この養分要求量を満たす飼料を子馬が摂取できるようになる時期は４
ヶ月齢前後と言われています。
　以上、「心」と「体」と両方の面から子馬の成長を考えた場合、離乳の時期は早くても「4ヶ月
齢以降」と考えなくてはなりません。また、成長面から考えた場合には、体重が「220ｋｇ以上」
であることも目安となると言われており、これを考慮すると「5～6ヶ月齢」が離乳の適期と言え
ます。さらに、「7月中旬から8月中旬まで」は気温が高く、アブなどの吸血昆虫が多いため、離
乳後のストレスを考慮するとこの時期を避け「8月下旬以降」の離乳が推奨されます。
・離乳時期の目安
①    5～6ヶ月齢（早くても4ヶ月齢以降）
②    体重220ｋｇ
③    1～1.5ｋｇの飼料を摂取できる
④    8月下旬以降（吸血昆虫がいない）
　以前は離乳といえば母馬の飼育環境は変更せずに子馬を離れた場所に移動するという方法が一
般的でした。この方法では子馬にとって非常に大きなストレスがかかり、離乳直後には子馬の体
重が大きく減少し、減った体重が1週間程度回復しないなんていうこともしばしば見受けられまし
た。近年は離乳後に子馬にかかるストレスを減少させるため、原則的に子馬の飼育環境を変更せ
ずに母馬を移動させるやり方が推奨されています。この方法は「間引き法」と呼ばれ、2段階のス
テップを踏んで行います。具体的には例えば6組の親子が同一の放牧地にいると仮定すると、まず
最初に3頭の母馬だけを移動させ（間引き）ます。すると当然母馬がいなくなった３頭の子馬はさ
びしくて鳴きますが、残り3組の親子が平然と過ごしているため、極度のパニック状態には至ら
ず、そのうち落ち着きます。この時、残す方の母馬には他の子馬に対しても寛容な穏やかな気性
の繁殖牝馬を選ぶことがコツです。そして2～3週間が経ち、群れが落ち着いたところで残りの3組
の母馬を移動させます。すると今度は今回母馬がいなくなった3頭の子馬が騒ぎますが、前回離乳

仔馬と母馬の距離が徐々に開き、 仔馬同士の距離が徐々に近づいて行く
（JRA調べ）
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当歳馬の栄養（哺乳 - 4ヶ月齢）



離乳時期と方法

ü 離乳後の群れ 運動量↑（身体的&精神的成長）

ü ケンタッキーでは3ヶ月半～4ヶ月齢で離乳する牧場も

3月・3週齢で昼夜放牧し早期に離乳 生理的に可能、精神的には？

ü 「230kｇ」または「5ヶ月齢」を目安

出生順に固執せず、規定量の餌を食べられるコンディションの良い健康な馬から

ü 昼夜放牧で放牧地から繁殖牝馬を間引き、馬房時間を短く

仔馬へのストレスが少ない（群れの心理・不安の増幅）

ストレス→悪癖（熊癖、旋回癖）

ü 離乳の遅れは、仔馬・母馬のどちらにも影響

ü 離乳後 人間-馬の関係の確立の機会



当歳馬の栄養（離乳 - 6ヶ月齢）
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当歳馬の栄養

n通常、健康な仔馬はエン麦無しでコンディションの維持が可能
• コンディションの低下：仔馬の疾患・乳量乳質不足

• 3ヶ月齢〜：大腸の発達、青草の利用増大
• 乳量の低下時期、母仔間距離↑や仔間距離↓と合致

n離乳後もエン麦が必要ない場合も
• 放牧地の青草の量と放牧時間の確認

• BCS、体重（増体）のモニター
• オイル、ルーサン、ビートパルプの利用（低GI）

n配合飼料の給与
• 2ヶ月齢で規定量を食べきれるよう慣らす
• 月齢+1： 300ｇ/日 離乳時: 750g/日 （成馬1kg/日バランサータイプ）
年明けから成馬と同量（1kg/日）に増量



仔馬の栄養とDOD

• DOD発症に栄養が強く影響
（Savage et al.,1993 ; Mclllwraith, 2001;Jeffcott, 2005; Pagan, 2005）

• DOD（特にOCD）の多くは、12ヶ月齢以前に発生

• 離乳時に重い馬ほど、OCD発症率が高い
（Pagan 1998）

• 早い成長とDODの発症率と重症度

• 高エネルギー（NRC130%）給与：DOD発症率高
（Saｖage 1993）

• 高インシュリン血症がサラブレッド離乳馬のOCD発症（手術対象）に関与
（Pagan et al., 2001）

• 穀類給与によるインシュリンの産生は、仔馬のOCD率を上昇させる
（Brown-Douglas et al., 2011）



OCD 栄養と運動の関係
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n=32 Dutch Warmblood foals
（3months of age） Bruin and Creemers 1994

発症率は「栄養」と「運動」のバランスが悪い方が高かった


